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１．研究計画の概要 
（１）本研究は、明治中期から昭和戦前期を
対象時期として、教育ジャーナリズムの中で
も雑誌メディアが発信した情報を、近代日本
人の自己発見、学校選択、職業選択、ライフ
コースの設定という角度から歴史的に検証
することを目的とする。すなわち、上述した
４つの観点などの選択にかかわる情報が、い
かに発信され、どのように読者に届けられ、
いかに定着してきたか、あるいはしなかった
かなどを歴史的に明らかにする。このような
作業を通して、近代日本人のキャリアデザイ
ン形成において教育ジャーナリズムは、如何
にかかわったのかを解明したい。 
（２）これまで行ってきた「近代日本におけ
る教育情報の歴史的研究（科学研究費補助
金・基盤Ｂ・平成 15 年度～平成 18 年度）の
継続研究として、①キャリアデザイン形成へ
の情報を収集し分析する、②対象とする雑誌
メディアを拡大するという試みに挑戦する
ものである。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）共同研究者 10 名構成の「教育情報史
研究会」を学内に設置し、年 2～3 回のペー
スで研究会を開催した。 
（２）平成 19 年度は共同研究者全員で雑誌
メディアなどの基礎的資料の収集を行った。
（３）平成 20～21 年度は各自分担した資料
の内容的分析を行った。その成果は各研究者
が所属する紀要や学会誌等に掲載されてい
るが、ここでは主に日本教育学会を舞台に、
共同研究報告を行ったものに限り記す。平成

20 年度は雑誌『中学世界』（明治 31・9 刊
行～昭和 3・3 月廃刊）を研究対象とし進学・
独学・苦学という観点から歴史的に検討した。
社会の学校化が進行する中で独学は苦学に
内包される概念となること、1920 年代には
中学校卒業程度の学歴資格が資格社会化と
リンクする形で急速に一般化・可視化したと
いう新知見を得た。また明治期における職業
案内書の歴史的研究を社会の学校化、資格社
会の到来、都市化問題という観点から実証的
に検証した。結果、①明治末年まで 42 冊の
案内書が刊行され、種類は 10 種以上で多様
化していたこと、②明治 21～37 年という時
期は学歴・資格と職業が必要というトーンで
説かれていたこと、それ以降は学歴と資格は
重視されないむしろ都市化問題と関連して
「自活」すなわち生計の維持が大切というト
ーンに移っていったこと、③また婦人向けに
紹介された職業の範囲も男性と並ぶ職業主
体として認められてきたらしいという新し
い知見を得ることが出来た。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 共同研究者がそれぞれ雑誌メディアを分
担し書誌的分析を行った点では順調に進展
している。しかし記事の内容分析においては、
その情報が膨大であるために、充分に進展し
ているとは言い難い。現在は、最終報告書の
作成に向けて原稿化の準備をしている。 
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４．今後の研究の推進方策 
研究会における分担発表さらに２回に及

ぶ学会報告を通じて、次の点を確認すること
ができた。 
（１）雑誌と並んで不定期刊行物である職業
案内書も重要な対象文献であり、今後の蒐集
と分析作業が不可欠であること。 
（２）教育雑誌に止まらず近代日本人一般の
キャリアデザイン形成を解明するには、成人
向け雑誌メディア及び婦人向け雑誌を広汎
に分析する必要があること。 
（３）現在に近づくにくれ、歴史的視点とし
て、「社会の学校化」「資格社会化の到来」
「都市化問題」をより鮮明に加える必要があ
ること。 
（４）調査対象が拡大するにつれ、出版社の
性格、発行部数、発行人、執筆者のキャリア
や読者層の判定等のさらなる調査が（多くの
困難が予想されるとは言え）必要である。 

以上の点に基づき、本研究はこれまでの研
究の継承・発展として進めてゆく必要がある
と結論した。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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